
新潟市議会議員

議 会 レ ポ ー ト高橋聡子
所属会派 民主にいがた   

　令和4年度の新年度予算審議が終了し、賛成多数で可決されました。新年度は一般会計当初予算、
3,922億円、前年度比1.4％、56億円増のスタートとなりました。
　引き続き3年目となる感染症対策を進めながら、経済活動との両立を図り、最重要課題である、人口減少
社会へ対応したまちづくりを進めていかなくてはなりません。安心して子どもを産み育てられる環境づくりや、
若者に選ばれる魅力あるまちの実現、雇用の創出に向けた取り組みなど大きく前進させるため、引き続き、
皆さまより多様なご意見ご要望を賜りますようお願い申し上げます。

2022年

春号
● 文教経済常任委員会  ● 広域観光交流促進調査特別委員会［所属委員会］

歳入
3，922
億円

市税
1,343.8億円
（34.3%）

諸収入その他
307.4億円
（7.8%）

市債
338.3億円
（8.6%）国庫・県支出金

931.2億円
（23.8%）

　  地方交付税
その他　

1,001,3億円  　　
（25.5%）   　　　

依存財源　
  57.9％

自主財源
42.1％ 歳出

3，922
億円

民生費
1,240.5億円
（31.6%）

総務費
418.2億円
（10.7%）

土木費
504.8億円
（12.9%）

教育費
570.3億円
（14.5%）

公債費
484.3億円
（12.3%）

消防費
105.2億円
（2.7%）

衛生費
323.6億円
（8.3%）

農林水産業費
62.2億円（1.6%）

商工費
110.9億円
（2.8%）

その他
102.0億円
（2.6%）

68億円
に い が た 2 ｋ ｍ

28億円

衛 生 費

324億円
コロナワクチンの接種体
制を確保
子宮頸がん予防ワクチン
接種の積極的な勧奨

総 務 費

418億円

普 通 建 設 事 業 費

331億円
新潟駅周辺整備を推進
（仮称）上所駅開業に向
け事業推進税系システム等の最適化

当初予算編成のポイント

感染拡大防止対策
経済社会活動の再興
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2022年度予算の歳入・歳出内訳

新年度予算の審査が各常任委員会で行われ、私が所
属する文教経済常任委員会では、主に教育、文化ス
ポーツ、観光・国際交流、経済、農林水産業に関する議
案を審査しました。
教育に関する課題は山積していますが、オミクロン株の
感染拡大により、多くの学校で学級閉鎖等の措置が行

われる中、子どもの安心、安全の確保、健全な育ちとい
う２つを両立させるため懸命に職務に向き合っている
教職員の皆様に敬意を表し、落ち込んだ観光需要の回
復及び交流人口の拡大を図っていくための施策、長引
く感染症の中、影響を受けている事業者への引き続き
の支援について意見要望いたしました。

市女性議員の会要望書提出

2年に及ぶ感染症拡大が、女性の
雇用や生活、健康に大きな影響を
与えています。市長、ならびに教育
長へ要望書を提出しました。

犯罪被害者等支援条例について

新潟市議会では犯罪被害者等支援
の条例制定を目指し、準備が進めら
れています。より良い条例となるよう、
民主にいがたの会派で、新潟県警察
本部犯罪被害者支援室から県の被
害者支援体制や公費制度、事例、国
の犯罪被害給付制度などについてヒ
アリングし、課題や現状について伺い
ました。

活 動 報 告

女性政策について

生理用品の配備について

女性つながりサポート事業の継続・強化
ひとり親家庭等への支援
女性特有がん対策の拡充について
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詳しくはこちら

条例素案に対する
市民意見を募集中です

学校トイレに生理用品を配備する

対前年度比
+12億円

対前年度比
+14.4億円

対前年度比
+58.6億円

対前年度比
+6.4億円

「がん患者への支援」を
テーマにした
研修会

市政調査会
フリーアナウンサーの伊勢みずほさんを
講師にお迎えし、ご自身の実体験をもと
に、闘病生活の様子や、検診の重要性な
どお聞きしました。
がんは早期発見が重要であることから、よ
り一層の受診率向上を目指していくこと。

また、本市の小・中学校におけるがん教
育の推進についても、がん経験者による
外部講師の活用を積極的に行うなど、が
んへの理解が進むよう市の施策へ活かす
べく提言を行って参ります。

伊勢みずほさんは、新潟市がん検診啓発
アンバサダーを務めています



国際文化・教育ゾーン 

鳥屋野潟南部東西線

ウェルネスゾーン 
総合スポーツゾーン 住宅ゾーン 鳥

屋
野
潟
南
部
東
線

鳥
屋
野
潟
南
部
中
央
線

新
堀
排
水
路

新潟
亀田
ＩＣ

小松堀排水路

日本海東北自動車道新潟中央ＩＣ

鳥屋野潟公園線

鳥屋野潟公園（鐘木地区）

鳥屋野潟

新潟県スポーツ公園

HARD OFF ECO
スタジアム新潟

いくとぴあ食花

産業振興センター

新潟市民病院

新潟テルサ

東京学館
新潟高校

消防局
中央消防署

MGC
三菱ガス化学
アイスアリーナ

天寿園

清五郎潟

デンカ
ビッグスワン
スタジアム

住宅・交流拡大ゾーン 

新年度予算のポイント

妊娠・子育てほっとステーションの体制強化

各区に設置されている「妊娠・子育てほっとステーションと各地
区の子育て関係機関（医療機関や民間施設等）との連携強化
及び困難事例への相談支援強化

保育コンシェルジュの設置 ▶８区１２名の支援専門員を配置

子ども家庭総合支援拠点の設置
▶８区１１名の子ども家庭支援員及び虐待対応専門員の配置

中央区の西海岸公園では、大量の松くい虫被害により、令和元年度か
ら3年度にかけて毎年平均1,000本以上の大規模な被害木の処理がお
こなわれ、防風防砂機能の低下、公園としての景観喪失も問題となって
います。被害木には100年前後の樹齢のクロマツが多数含まれており、
歴史のある立派なマツが伐倒されています。100年以上の命を繋ぎ、保
安林の役目を果たすマツ林を守っていくため、引き続き
対策について市へ提言を行って参ります。

約1,600万円
拡充

拡充

新規

継続

新規

子育て経済

ひとり親家庭への支援　
養育費履行確保事業

松くい虫防除事業

松くい虫による松枯れ被害を収束させるため、
被害木の伐倒・駆除及び被害跡地への植栽。

公正証書等作成費補助、保証契約に関する保証料補助

150万円

中小企業生産性向上・グリーン設備投資補助金

市内中小製造業の製造工程の二酸化炭素削減や、脱炭素化に
向けた製品製造など取り組みへの設備投資に対する補助。

　補助率最大30％（上限1,000万円）

１億円
拡充

デジタル・イノベーション企業立地促進補助金

市内へ新規立地する企業のオフィス賃借料等を支援。
加えて、にいがた2km型を新設。

　事務所賃借： 補助率3／4（限度額5,000万円／年）
 期間3年
　※7年以上の実施が条件

1億600万円
拡充

福祉

認知症予防のための補聴器購入費助成

対象者：50～74歳、両耳の聴力レベル40デシベル以上、
補聴器装用により一定の効果が期待できると
医師が判断する者

補助率：購入金額の1／2（上限25,000円）

520万円

教育

特別支援教育支援員の配置

特別な支援が必要な子どもたち一人ひとりのニーズと課題に対応する体制強化

　これまで1日5.5時間勤務の体制 ▶6時間勤務とし配置時間の底上げ

※特別支援学級へ通う児童・生徒数は増加しています。
　新年度、小学校1,735人、中学校686人（R4.3月現在）

約6億1,800万円

令和4年4月から特別支援教育課が新設されました

感染木の伐倒くんじょう処理 松くい虫駆除後のマツ 西海岸公園園路舗装 

2，258万円

現状

しかし 周辺に立ち寄る施設や時間を過ごす施設が不足

●鳥屋野潟南部地区年間300万人が集まる交流エリア
●スタジアム関連には約60万人の来訪者

鳥屋野潟

※森林環境譲与税は温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るため、
　市町村による森林整備に必要な財源として活用されています。

処理後の大量の
被害木のうち、一部が

※森林環境譲与税を利用し
ウッドチップ舗装として
再利用されました。 

【中央区】

開発計画案イメージ

交流拡大を目的とした開発計画が地権者、
民間事業者と共に検討されています

災害時に連携

スタジアム等と連携
来訪者の滞在時間を延伸する施設

都心エリアをはじめ8区へ観光誘導する施設

広域から集客する倉庫型施設

地域の多様な物流需要に対応する施設

物資・スペース提供など、防災協定締結予定
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※本誌は政務活動費を使用しています。 

〒951-8151 新潟市中央区浜浦町1-63  コーポハマ101号室 
TEL: 025-378-3158　FAX: 025-378-3281
　 satoko_takahashi25@yahoo.co.jp

より良い新潟市にするために
みなさまのお声をお寄せください高橋聡子事務所


